
２０１４年４月号２１

料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計
が

年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合

に
は
、
介
護
保
険
料
は
特
別
徴
収
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
は
普
通
徴
収
に
な
る

の
よ
。

　
　
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
方
や
年
度
中

７５
に
保
険
料
が
変
更
に
な
っ
た
方
な
ど
は
、

普
通
徴
収
に
な
る
わ
。

Q
…
軽
減
措
置
に
つ
い
て
教
え
て

彩
子
ち
ゃ
ん
…
災
害
や
生
活
困
窮
な
ど
で
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
よ
。

　
ま
た
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
被
扶
養

者
で
、
保
険
料
の
負
担
が
な
か
っ
た
方
は

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
の
よ
。

Q
…
介
護
保
険
制
度
っ
て
何
？

日
光
彩
子（
以
下
、
彩
子
ち
ゃ
ん
）…
介
護

保
険
制
度
は
、
病
気
や
加
齢
で
介
護
が
必

要
に
な
っ
て
も
、
介
護
保
険
施
設
や
自
宅

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
社

会
全
体
で
支
え
る
し
く
み
な
の
。
介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
自
己

負
担
分
は
実
際
に
か
か
っ
た
費
用
の
１
割

な
ん
だ
け
ど
、
残
り
の
９
割
を
賄
う
た
め

に
介
護
保
険
料
が
使
わ
れ
る
の
よ
。

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
誰
も
が

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
保
険
料
の
納
付
に
協
力
を
お
願
い
ね
。

Q
…
介
護
保
険
料
は
誰
が
納
め
る
の
？

彩
子
ち
ゃ
ん
…
介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、

　
歳
以
上
の
方
な
の
。
　
歳
以
上
　
歳
未

４０

４０

６５

満
の
医
療
保
険
加
入
の
方（
以
下
、
２
号

被
保
険
者
）の
保
険
料
額
は
、
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
ご
と
に
決
め
ら
れ
る
の
よ
。

　
　
歳
以
上
の
方（
以
下
、
第
１
号
被
保

６５
険
者
）の
保
険
料
額
は
、
本
人
お
よ
び
世

帯
の
市
県
民
税
の
課
税
状
況
や
所
得
の
状

況
に
応
じ
て
９
段
階（
　
区
分
）に
分
け
ら

１１

れ
て
い
る
の
。
所
得
の
低
い
人
な
ど
の
負

担
能
力
に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
わ
。

Q
…
保
険
料
の
納
付
方
法
は
？

彩
子
ち
ゃ
ん
…
２
号
被
保
険
者
は
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料（
国
民
健

～市税ってなあに？～
　このコーナーでは、市のキャラクターの 日光 

にっこう

 彩  子 ちゃんが市税などについ
さい こ

てシリーズでお知らせしています。先月号は国民健康保険税についてご紹介

しました。最終回の今月号は、介護保険制度と後期高齢者医療制度について

ご紹介します。

康
保
険
税
・
健
康
保
険
料
な
ど
）と
一
緒

に
納
め
る
の
よ
。

　
第
１
号
被
保
険
者
は
、
年
金
か
ら
天
引

き（
以
下
、特
別
徴
収
）と
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
に
よ
る
納
付（
以
下
、普
通
徴

収
）の
２
つ
の
方
法
が
あ
る
の
。
ど
ち
ら

の
納
付
方
法
に
な
る
か
は
、
老
齢（
退
職
）

年
金
の
受
給
額
な
ど
で
決
ま
る
の
で
、
本

人
が
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
よ
。

Q
…
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
っ
て
何
？

彩
子
ち
ゃ
ん
…
　
歳
以
上
の
全
て
の
方
と
、

７５

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
　６５

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
医
療
制
度
の

こ
と
よ
。
平
成
　
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

２０

の
。
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

と
市
が
協
力
し
て
運
営
し
て
い
る
の
よ
。

Q
…
保
険
料
に
つ
い
て
教
え
て

彩
子
ち
ゃ
ん
…
被
保
険
者
一
人
一
人
に
保

険
料
を
納
め
て
も
ら
う
の
。
保
険
料
は
２

年
に
１
度
見
直
さ
れ
、
栃
木
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
で
決
定
す
る
の
。

　
保
険
料
は
被
保
険
者
全
員
が
均
等
に
負

担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
被
保
険
者
の

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」

の
合
計
に
な
る
の
よ
。

Q
…
保
険
料
の
納
付
方
法
は
？

彩
子
ち
ゃ
ん
…
保
険
料
は
、
受
給
し
て
い

る
年
金
額
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
と
普
通
徴

収
の
２
つ
の
方
法
が
あ
る
の
。
介
護
保
険

連載特集第６回（最終回）

　
　
　
　
鞄
　
　
　
　
　
　
鞄

こ
の
連
載
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は

税
務
課
　市
民
税
係
　
緯（
　
）５
１
１
３

２１

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

連
載
は
今
回
で
終
わ
り
だ
け
れ
ど
、

市
税
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
税
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ね
♪

※今月の「クローズアップ日光人」はお休みします

広報 にっこう ２０

身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
を
　

募
集
し
て
い
ま
す
鎧

　
ま
ち
の
ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
記
事
の

投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
記
事
　
自
治
会
の

催
し
や
、
地
域
の
ち
ょ
っ
と

珍
し
い
出
来
事
、
心
温
ま
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

※
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法
　
記
事
に
写
真
を

添
え
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送
、
メ
ー
ル
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

焔
記
事
…
　
字
程
度（
題
名
、

１４０

日
付
、
場
所
を
別
に
記
載

し
て
く
だ
さ
い
）

焔
写
真
…
紙
焼
き
し
た
も

の
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ど

ち
ら
で
も
可
能
で
す
。
た

だ
し
、
携
帯
電
話
の
カ
メ

ラ
で
撮
っ
た
も
の
な
ど
、

大
き
く
し
た
際
に
画
像
が

荒
れ
て
し
ま
う
も
の
は
不

可
と
し
ま
す
。

あ
て
先
　
〒
　
‐
１
２
９
２

３２１

今
市
本
町
１
番
地

日
光
市
役
所
　企
画
部

秘
書
広
報
課
　広
報
広
聴
係

メ
ー
ル
　hishokouhou@

ci

ty.nikko.lg.jp

被
災
者
救
助
者
に
感
謝
状
授
与

　
平
成
　
年
２
月
　
日（
金
）に
林
道
奥
鬼
怒

２６

１４

線
で
発
生
し
た
雪
崩
事
故
に
お
い
て
、
株
式

会
社
藤
田
工
務
店
の
 藤
  田
  稔
 さ
ん
、
 山
  口
 

ふ
じ
 
た
 
み
の
る
 

や
ま
 ぐ
ち

 修
 さ
ん
、
株
式
会
社
栗
山
山
本
建
設
の
 山
  本
 

お
さ
む
 

や
ま
 も
と

 治
  彦
 さ
ん
、
 山
  口
  聡
 さ
ん
、
 山
  越
  幸
  雄
 さ
ん
、

は
る
 ひ
こ
 

や
ま
 ぐ
ち
 さ
と
し
 

や
ま
 こ
し
 さ
ち
 お

 山
  越
  健
  生
 さ
ん
に
、
被
災
者
救
助
活
動
に
積

や
ま
 こ
し
 た
け
 お

極
的
に
協
力

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と

に
対
し
て
、

市
長
は
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状

を
手
渡
し
ま

し
た
。

文・写真：総務課

　
毎
年
恒
例
の
中
禅
寺
温
泉
カ
マ
ク
ラ
ま
つ

り
を
、
今
冬
も
開
催
し
ま
し
た
。
期
間
中
に

大
雪
が
降
っ
た
も
の
の
、
カ
マ
ク
ラ
作
り
体

験
や
冬
花
火
、
歌
手
で
日
光
観
光
大
使
の
 祥
 

し
ょ
う

 子
 さ
ん
の
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
無
事
に
開

こ催
。
最
終
日
に
は
多
く
の
方
が
来
場
し
、
巨

大
す
べ
り
台

や

ス

ノ

ー

シ
ュ
ー
体
験

な
ど
、
奥
日

光
の
冬
な
ら

で
は
の
体
験

を
楽
し
む
姿

が
見
ら
れ
ま

し
た
。

中
禅
寺
温
泉
か
ま
く
ら
ま
つ
り

文・写真：中禅寺温泉カマクラまつり実行委員会

【
　
〜
　
・
日
光
】

２/７

２/９

　
１
月
　
日（
火
）〜
２
月
２
日（
日
）に
行
わ

２８

れ
た
、
第
　
回
ひ
か
り
の
郷
日
光
国
体
ア
イ

６９

ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
で
、
栃
木
県
が
　
年
ぶ

１８

り
に
部
門
総
合
優
勝
を
果
た
し
、
祝
勝
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
　

　
招
待
さ
れ
た
成
年
・
少
年
チ
ー
ム
の
両
監

督
や
コ
ー
チ

陣
、
選
手
た

ち
は
、
和
や

か
な
雰
囲
気

の
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
健

闘

を

称

え

合
っ
て
い
ま

し
た
。

総
合
優
勝
祝
勝
会

文・写真：県アイスホッケー連盟

【
　
・
日
光
】

２/２５

　
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

今
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
子
ど
も
た
ち
の
さ

わ
や
か
な
歌
声
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
者
と
し
て
、
古
河
電
池
　
今
市
事
業
所
エ

（株）

フ
ビ
ー
工
場
と
公
益
財
団
法
人
日
光
社
寺
文

化
財
保
存
会

の
表
彰
式
を

行
い
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
お

な
じ
み
の
 香
 
か

 山
 リ
カ
氏（
精

や
ま神

科
医
）の
講

演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

文・写真：人権・男女共同参画課

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
【
　
・
今
市
】

２/２２

　
鉄
道
利
用
の
お
客
さ
ん
を
お
も
て
な
し
す

る
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
上

三
依
塩
原
温
泉
口
駅
、
川
治
湯
元
駅
、
湯
西

川
温
泉
駅
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
駅
で
は
、
野
岩
鉄
道
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
や
が
ぴ
ぃ
」
や
日
光
仮
面
、
キ
ヌ
ち
ゃ
ん
・

カ
ワ
ち
ゃ
ん

な
ど
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
、

駅
の
ホ
ー
ム

や
電
車
内
で

沿
線
の
案
内

と
グ
ッ
ズ
の

配
布
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

文・写真：野岩鉄道利用促進協議会

ウ
ェ
ル
カ
ム
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
【
　
　
　
】

１/３０
１/３１
２/４

　
楽
し
い
食
事
は
、
入
所
者
の
心
身
の
保
持

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
晃
明
荘
で
は
、「
見
て
楽
し

み
・
食
し
て
楽
し
む
食
事
」
の
一
環
と
し
て
、

マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
揚
が
っ
た
　
　
の
マ
グ
ロ
を
、
入
所

２０
kg

者
や
職
員
約

　
人
の
前
で

１００さ
ば
い
て
も

ら
い
、
刺
身

や
寿
司
に
し

て
味
わ
い
、

楽
し
い
ひ
と

時
を
満
喫
し

ま
し
た
。

文・写真：晃明荘

【
　
・
栗
山
】

２/２８
【
　
・
今
市
】

２/２７

マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー


